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1. 本マニュアルについて

• 本マニュアルでは、SIMetrix/SIMPLIS®で用いる部品モデルライブ

ラリの登録方法、および使用例を説明します。

– 本マニュアルに掲載されている手順によって必要な操作が行えますが、

お使いになる環境によっては、本マニュアルと一部内容が異なる場合が

ございます。ご了承ください。

– 本マニュアルは、SIMetrixバージョン8.10以上での操作方法をベースに

記述しています。
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2. 動作環境

• 本マニュアルは、以下の動作環境をベースに記述しています。

環境に合わせて関連する機器およびソフトウェアのマニュアルを

ご参照下さい。

– OS : Windows 7 SP1

– SIMetrixバージョン : 8.10(x64)以降
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3.(前準備)ライブラリの解凍と保存

SIMetrix/SIMPLIS®では、静的モデル、動的モデルでライブラリの形式が異な

ります。静的モデルはSIMetrix/SIMPLIS® とも“*****.LIB”というファイルを用い

ます。動的モデルはSIMetrixのみ利用可能で“*****.ENCR”というファイルを用い

ます。本マニュアルでは、各々のファイルをライブラリと呼びます。

当社WEBサイトから、動的/静的モデルのzipファイルをダウンロードできます。

なお、*****は、株式会社村田製作所（以下、当社）が製造･販売している各種部

品のシリーズ品番名を表します。

【前準備】

(1)ダウンロードしたzipファイルを解凍してください。

(2)”*****.LIB”あるいは”*****.ENCR”を、任意のフォルダに保存してください。

ライブラリインポート後は”*****.LIB”、”*****.ENCR”を移動しないでください。

エラーが生じる可能性があります。

(3)不要になったzipファイルは削除可能です。

これで前準備は終了です。
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ここでは解凍した静的モデルライブラリをSIMetrix/SIMPLIS®に

インポートする手順を紹介します。

(1)SIMetrixを起動します。

(2)SIMetrix画面左下のタブ[Command Shell]を選択します。

(3)解凍したフォルダ[Capacitors]⇒[General] を[Command Shell]欄にド

ラッグ＆ドロップします。

4. モデルのインポート(1/2)

(2)

(3)
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4. モデルのインポート(2/2)

(1)Select Librariesウインドウが表示されるので、

先ほどドラッグ＆ドロップしたGeneralフォルダを選択します。

(2) ボタンをクリックします。

上側のウインドウに選択したフォルダが移動します。

(3)OKボタンをクリックします。これでインポートは完了です。

(1)

(2)

(3)



8Copyright © Murata Manufacturing Co., Ltd. All rights reserved. 22 August 2018

5. インポートしたモデルのインピーダンス計算例(1/12)

インポートしたモデルの動作を確認するための解析例を示します。

本例ではMLCCのインピーダンス周波数特性を計算します。

まずは新しい回路を作成します。

(1) SIMetrix/SIMPLIS®を起動します。

(2) [File]⇒[New]⇒[SIMetrix Schematic]を選択します。

(2)
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5.インポートしたモデルのインピーダンス計算例(2/12)

次にコンデンサを配置します。

(1) [Place]⇒[From Model Library…]を選択します。

(2) Select Deviceウインドウが表示されるのでウインドウ左側の欄から

[Murata_Capacitors_General]を選択します。

(1)
(2)
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5.インポートしたモデルのインピーダンス計算例(3/12)

(1)Filterに”GRM0332C1E102JA01”と入力します。

(2)”GRM0332C1E102JA01”をクリックします。

(3)Placeボタンをクリックします。

(4)Schematic Editor上にアイコンが表示されるので、クリックして配置

します。

(2)

(1) (3)

(4)
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5.インポートしたモデルのインピーダンス計算例(4/12)

次に電流源を配置します。

(1) [Place]⇒[Current Sources]⇒[AC Sources]をクリックします。

(2) Schematic Editor上にアイコンが表示されるので、クリックして配

置します。

(1)
(2)
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5.インポートしたモデルのインピーダンス計算例(5/12)

(1)電流源をクリックします。選択できると青く表示されます。

(2)回転ボタンを2回クリックし、電流源の向きを180度回転させます。

(2)

矢印が上向きになります

(1)
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5.インポートしたモデルのインピーダンス計算例(6/12)

配置した素子を導線で接続します。

(1)Schematic Editor上の何もない箇所でクリックし電流源の選択を解除

します。選択が解除されると赤く表示されます。

(2)電流源の上端をクリックします。電流源の上端から導線が伸びるの

でコンデンサの上端までカーソルを移動し、(2)’再びクリックします。

(3)右クリックで導線の編集を中止します。

(4)電流源の下端とコンデンサの下端も同様にクリックして導線で接続

します。

(5)右クリックで導線の編集を中止します。

(2) (2)’

(4)
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5.インポートしたモデルのインピーダンス計算例(7/12)

グラウンドを配置します。

(1)ツールバーの アイコンをクリックします。

(2)Schematic Editor上にアイコンが表示されるので下側の導線に接する

ようにグラウンドを設置します。

(2)
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5.インポートしたモデルのインピーダンス計算例(8/12)

解析条件を設定します。

(1)[Simulator]⇒[Choose Analysis…]をクリックします。

(2)解析条件を下図のように入力します。

(3)OKをクリックします。

Start frequency     1Meg

Stop frequency      6G

Points per decade 51

ACタブを選択

ACにチェックDecadeを選択

(1)

(2)

(3)
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5.インポートしたモデルのインピーダンス計算例(9/12)

解析を実行します。

(1)ツールバーの ボタンをクリックすると解析を開始します。

(2)解析が終わると右下のウインドウが立ち上がるのでCloseを押します。

(1)

(2)
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5.インポートしたモデルのインピーダンス計算例(10/12)

解析結果を表示します。

(1)ツールバーから電圧プローブ を選択します。

(2)画像の○位置をクリックします。

(1)

(2)
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5.インポートしたモデルのインピーダンス計算例(11/12)

(1)クリックした導線上の電圧がグラフ表示されます。

横軸は周波数、縦軸はMLCCにかかる電

圧を表しています。

ここでオームの法則より𝑍 =
𝑉

𝐼
、電流源

I=1Aなので𝑍 = 𝑉となり、縦軸はMLCC

のインピーダンスを表します。
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5.インポートしたモデルのインピーダンス計算例(12/12)

左はSIMetrix解析結果、右はSimSurfingでGRM0332C1E102JA01の基

本特性|Z|を表示したものです。
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6. 補足 単シリーズ、単モデルのインポート

全モデルはなく、任意のモデル、シリーズをインポートすることも可

能です。(ただし静的モデルでは単モデルのインポートはできません。)

(1)タブ[Command Shell]を選択します。

(2)インポートしたいモデル、シリーズのファイルを[Command Shell]に

ドラッグ＆ドロップします。

(3)Install modelsウインドウが表示されるのでOKをクリックします。

(3)
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7. お問い合わせ先

本ライブラリに関するご質問は、当社Webサイトのコンタクトフォームへお願いいたします。

（https://www.murata.com/ja-jp/contactform）

SIMetrix/SIMPLIS®のご利用方法についてのご質問は、ご購入された販売会社へお問い合わせください。

“SIMetrix/SIMPLIS®用ライブラリについて”と記載の上、
詳細をご記入ください。


